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本号の主な内容
　２面  【学会の目・眼・芽】 「造園大百科事典」の刊行とご一読のすすめ
　　　　（公社）日本造園学会理事　長崎大学総合生産科学域教授　渡辺　貴史
             【特集】2023 年度創設予定の資格制度　緑地樹木剪定士
　３面　令和 4、5 年度 日造協 各委員会・部会紹介 「技術委員会」「造園領域発展戦略委員会」
　４面   【ふるさと自慢】「落語発祥の地」安楽庵策伝上人と７つの寺
　　　　岐阜県支部　日比　真一（昭和造園土木㈱）
　　　　【緑　滴】 アナザースカイを探しに行こう！
　　　　千葉県支部　土屋　絵里　（㈱新松戸造園）　
　　　　　　日造協会員の方々への「日造協ニュース」は偶数月が PDF 版の配信で、
　　　　　　印刷物の発送は行っていません。会員の方々へのメールニュースへの添付、
　　　　　　日造協ホームページに掲載をしていますので、ご活用ください。

お陰様で（一社）日本造園建設業協会は 2021 年 11 月に創立 50 周年を迎えました。

50th

　 

退していくばかりです。（勿論植栽基
盤の問題もありますが…）本来環境負
荷に強い樹種であっても常時強風に晒
されるような場所では成長も望めませ
ん。

◆
　次に維持管理に関する問題ですが、
適切な管理がなされていないことが
多々見られます。いくつか例を挙げて
みると、樹形を無視したぶつ切り剪定
や基本的な剪定技法から逸脱した剪
定、周囲の施設（道路標識、建物の看
板、電線等）の都合により樹形を無視
した剪定、その他通常の維持管理では
解決できない根上がりによる植樹桝や
舗装の破損等、交通安全上の問題もあ
ります。

◆
　ではこれらの問題を解決するにはど
うすれば良いかということですが、植
栽環境や維持管理に関する問題もすべ
て我々造園業者が関わって来たことで
す。私も若いころは設計書通りに植栽
すれば樹木は普通に育つと思っていま
したが、そうではないと気付くには何
年も経ってからでした。
　やはり植栽するにあたり本当にその
樹木がそこで育つことができるのか、
また成長したときにそのスペースはあ
るかなど事前に検討すべきことはたく
さんあると思います。樹木は自分で場
所を選ぶことはできません。生かすも
殺すも我々の手にかかっています。
　最近大きく立派に育った街路樹が住
民からの苦情で伐採されるケースが目
立ちます。適切に管理された街路樹は
見た目の素晴らしさは勿論ですが、街
に風格を与えてくれます。そんな街路
樹がたくさん増えればいいなと願って
おります。

　近年街路樹を見ていると思うことが
あります。せっかく植栽された樹木が
生育不良だったり、本来の姿では無い
ためにその機能を発揮できていないと
感じられるものが多々見受けられるの
はどうしてなのかという疑問がありま
した。（素晴らしい街路樹もたくさん
ありますが…）

◆
　本来街路樹の機能には景観形成とし
て、無機質な街並みに潤いと安らぎを
与え、街に統一感をもたせ、季節の変
化を感じさせることができます。
　また環境面においては、夏の強い日
差しから歩行者を守り、緑陰効果や葉
の蒸散作用により周囲の気温上昇を抑
えることでヒートアイランド現象の緩
和に役立ちます。
　それに CO2 の吸収により地球温暖
化防止にも役立ち、車の騒音緩和にも
つながります。防災面においては火災
時の延焼防止、通行車両に対する視線
誘導等様々なメリットがあります。

◆
　私が住んでいる新潟県内を見てもそ
うですが、県外に行っても街路樹がそ
の機能を十分に発揮できていないと思
われる状態をよく見かけます。ではな
ぜこういうことになっているのか私な
りに考えてみました。
　その要因としては 2つ考えられる
と思います。1つ目は植栽環境による
問題と、2つ目はその後の維持管理に
問題はあるのではないかと思います。
　最初に植栽環境の問題ですが、いく
ら街路樹に適した樹種であってもわず
か 1㎡位の限られた植樹桝の中では植
栽時の若木の内なら成長できますが、
その後何年か経ち根が伸びるスペース
がなければ成長もできないし、逆に衰

まちに風格を与えてくれる街路樹を

　（一社）日本造園建設業協会理事　
㈱新潟造園土木　代表取締役社長　近　陽一郎

　令和 5 年度都市局概算要求の基本方
針は、激甚化・頻発化する自然災害に的
確に対応するための防災・減災を主流化
した強靱なまちづくりと、都市の成長力
を引き上げ、豊かで活力あるコンパクト
な地域づくりを進めるため、地域生活拠
点の充実やポストコロナの多様なライフ
スタイルを支える持続可能な多極連携型
のまちづくり、グリーンインフラの社会
実装などに取り組むこととし、主要事項
として６項目を掲げた。ここでは造園に
深く関わる事項を紹介します。

防災・減災まちづくりの更なる推進
　盛土による災害など「防災・減災、国
土強靱化のための５か年加速化対策」を
着実に推進。防災・減災を主流化したコ
ンパクトシティ、災害リスクの高いエリ
アからの移転の促進等、盛土による災害
の防止、防災・減災、国土強靱化のための
５か年加速化対策の着実な推進を図る。
　特に、加速化対策では、防災公園の機
能確保、都市公園の老朽化対策、グリー
ンインフラを活用した防災・減災のため、
雨水貯留浸透機能を有する雨庭整備など
に取り組む。

多様なライフスタイルを支える持続可能
な多極連携型まちづくり
　ポストコロナの多様な暮らし方・働き
方を支える人間中心のコンパクトなまち
づくりの実現に向けて、都心拠点（中心
市街地）の充実だけではなく、日常生活
を営む身近なエリア（ネイバーフッド）
にも必要な機能が確保された地域生活拠

点を形成するとともに、都心拠点と地域
生活拠点を結ぶ都市の骨格となる公共交
通（ネットワーク）の確保を図る。これ
らを郊外住宅地や周辺集落を含む都市
圏全体で取り組むことにより、人々の
Well-being を高めつつ、持続可能な多
極連携型の都市構造の実現を目指す。
　具体の施策としては、①日常生活を支
える地域生活拠点の形成として、官民連
携による身近な公園の質の向上や憩いの
場となるオープンスペース、ウォーカブ
ル空間の創出、コミュニティ拠点や就業
拠点等を充実させるほか、②骨格となる
公共交通の確保、③都市圏全体での実効
性のあるコンパクト化の推進を図り、持
続可能な都市構造の実現、人々の Well-
being の向上を目指す。

まちづくりのグリーン化の推進
　2050 年カーボンニュートラルの実現
に向けて、脱炭素に資する都市・地域づ
くりを推進していくため、都市のコンパ
クト・プラス・ネットワークの推進や
ウォーカブルな空間づくり等とあわせ
て、グリーンインフラの社会実装、環境
に配慮した民間都市開発等のまちづくり
のグリーン化の取組を総合的、重点的に
支援。特に都市における緑とオープンス
ペースの展開では、屋上緑化や樹林主
体の都市公園など、CO2 吸収源となるグ
リーンインフラの社会実装の推進、官民
連携による公園の整備・管理運営を行う。

都市開発の海外展開・国際園芸博覧会及
び首里城復元に向けた取組

概算要求 3,840 億円に
　国土交通省の令和 5 年度予算概算要求は、国費総額 6 兆 9,280 億円（対前年度比
1.18 倍）となった。都市局関係では事業費 3,840 億円（1.25 倍）、国費 1,544 億円

（1.20 倍）で、国営公園等が事業費 451 億円（1.12 倍）、国費 380 億円（1.19 倍）、
市街地整備が事業費 3,330 億円（1.27 倍）、国費 1,127 億円（1.20 倍）となった。

　10 月 1 日～ 7 日を本週間、9 月 1 日～
30 日を準備期間に「全国労働衛生週間」
が実施されます。
　今年のスローガンは、「あなたの健康
があってこそ　笑顔があふれる健康職
場」となっています。

本週間 10/1 ～ 10/7　準備期間 9/1 ～ 9/30
全国労働衛生週間

　日造協では、安全衛生意識高揚のため、
ポスターを支部宛に配布しております。
労働衛生の推進にご活用ください。

令和 5 年度 国交省都市局関係

（４）防災・減災､国土強靱化５か年加速化対策の着実な推進
１．防災・減災まちづくりの更なる推進

近年の激甚化・頻発化する気象災害や切迫する大規模地震の発生リスク、インフラの老朽化に対し、災害から国民の命と暮らしを守
るため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」（R2.12.11閣議決定）に基づき、着実に事業を推進する。
防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

防災公園の機能確保 都市公園の老朽化対策 グリーンインフラを活用した防災・減災

防災公園の
整備イメージ

雨水貯留浸透施設を
備えた公園緑地の整備

従来の
公園整備

雨水浸透
に配慮した
公園整備

雨水貯留浸透に配慮した
公園整備のイメージ

施工後施工前

老朽化した園路
の改修イメージ

大規模盛土造成地等の耐震化
個別の大規模盛土造成地等において、地盤調査等の
安全性の確認・把握等を実施する。

【KPI】 ①大規模盛土造成地を有する約1,000市区町村における、
安全性把握調査の着手率

②液状化ハザードマップ高度化の実施市区町村数

柱の耐震改修

災害に強い市街地形成
災害の危険性の高い区域における都市機能の移転、
防災機能強化等を計画的に推進することで、市街地にお
ける災害による被害を軽減する。

【KPI】面的な市街地整備等の実施地区における都市機能の移転や防
災機能強化等に令和３年度以降に取組む地区（40地区）の
対策実施率
■現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：70％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和12年度 ⇒  令和９年度
【医療・福祉施設等の防災機能強化のイメージ】

天井板の耐震改修

広域防災拠点

大規模盛土造成地の安全性把握 液状化ハザードマップの高度化

■①現状：4.1％ ⇒ 令和７年度達成目標：60％
②現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：25市区町村

■５か年加速化対策による達成年次の前倒し
①令和27年度 ⇒ 令和12年度
②令和36年度 ⇒ 令和14年度

地下街の耐震性向上等
耐震対策・漏水対策、避難施設や防災施設整備により
利用者等の安全な避難等のための適切な機能を確保する。

【KPI】全国の地下街79箇所を対象として、地下街防災推進計画等に
基づく耐震対策が完了した地下街の割合
■現状：57％ ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和18年度 ⇒  令和15年度

多様な災害に対応した防災公園の整備により、災害発
生時の避難地、防災拠点としての機能を確保する。

【KPI】機能を十分発揮させるために整備が必要な防災公園
（約160箇所程度）の対策実施率

■現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和13年度 ⇒  令和９年度

都市公園においてインフラ長寿命化計画に基づく老朽化
対策を進め、予防保全型管理への移行を図る。

【KPI】インフラ長寿命化計画を策定済みの都市公園（約66,000公園）
のうち、緊急度の高い老朽化した公園施設の改修等の対策を実施
できている都市公園の割合

■現状：31％ ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和12年度 ⇒  令和９年度

雨水の貯留浸透機能等の高いグリーンインフラの創出・
保全等災害の低減に資する取組を支援する。

【KPI】全国の主要都市（30都市を想定）における防災・減災に資する
グリーンインフラの取組み実施率

■現状：10％ ⇒ 令和７年度達成目標：90％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和11年度 ⇒  令和８年度

三木総合防災公園
(三木市、202ha、県事業)

備蓄倉庫

物資の集積・配送拠点
となる運動施設

ピロティ化 止水板の設置 電源設備の高層階設置
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【KPI】全国の主要都市（30都市を想定）における防災・減災に資する
グリーンインフラの取組み実施率

■現状：10％ ⇒ 令和７年度達成目標：90％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和11年度 ⇒  令和８年度

三木総合防災公園
(三木市、202ha、県事業)

備蓄倉庫

物資の集積・配送拠点
となる運動施設

ピロティ化 止水板の設置 電源設備の高層階設置

-18-

（４）防災・減災､国土強靱化５か年加速化対策の着実な推進
１．防災・減災まちづくりの更なる推進

近年の激甚化・頻発化する気象災害や切迫する大規模地震の発生リスク、インフラの老朽化に対し、災害から国民の命と暮らしを守
るため、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」（R2.12.11閣議決定）に基づき、着実に事業を推進する。
防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

防災公園の機能確保 都市公園の老朽化対策 グリーンインフラを活用した防災・減災

防災公園の
整備イメージ

雨水貯留浸透施設を
備えた公園緑地の整備

従来の
公園整備

雨水浸透
に配慮した
公園整備

雨水貯留浸透に配慮した
公園整備のイメージ

施工後施工前

老朽化した園路
の改修イメージ

大規模盛土造成地等の耐震化
個別の大規模盛土造成地等において、地盤調査等の
安全性の確認・把握等を実施する。

【KPI】 ①大規模盛土造成地を有する約1,000市区町村における、
安全性把握調査の着手率

②液状化ハザードマップ高度化の実施市区町村数

柱の耐震改修

災害に強い市街地形成
災害の危険性の高い区域における都市機能の移転、
防災機能強化等を計画的に推進することで、市街地にお
ける災害による被害を軽減する。

【KPI】面的な市街地整備等の実施地区における都市機能の移転や防
災機能強化等に令和３年度以降に取組む地区（40地区）の
対策実施率
■現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：70％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和12年度 ⇒  令和９年度
【医療・福祉施設等の防災機能強化のイメージ】

天井板の耐震改修

広域防災拠点

大規模盛土造成地の安全性把握 液状化ハザードマップの高度化

■①現状：4.1％ ⇒ 令和７年度達成目標：60％
②現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：25市区町村

■５か年加速化対策による達成年次の前倒し
①令和27年度 ⇒ 令和12年度
②令和36年度 ⇒ 令和14年度

地下街の耐震性向上等
耐震対策・漏水対策、避難施設や防災施設整備により
利用者等の安全な避難等のための適切な機能を確保する。

【KPI】全国の地下街79箇所を対象として、地下街防災推進計画等に
基づく耐震対策が完了した地下街の割合
■現状：57％ ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和18年度 ⇒  令和15年度

多様な災害に対応した防災公園の整備により、災害発
生時の避難地、防災拠点としての機能を確保する。

【KPI】機能を十分発揮させるために整備が必要な防災公園
（約160箇所程度）の対策実施率

■現状： － ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和13年度 ⇒  令和９年度

都市公園においてインフラ長寿命化計画に基づく老朽化
対策を進め、予防保全型管理への移行を図る。

【KPI】インフラ長寿命化計画を策定済みの都市公園（約66,000公園）
のうち、緊急度の高い老朽化した公園施設の改修等の対策を実施
できている都市公園の割合

■現状：31％ ⇒ 令和７年度達成目標：80％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和12年度 ⇒  令和９年度

雨水の貯留浸透機能等の高いグリーンインフラの創出・
保全等災害の低減に資する取組を支援する。

【KPI】全国の主要都市（30都市を想定）における防災・減災に資する
グリーンインフラの取組み実施率

■現状：10％ ⇒ 令和７年度達成目標：90％
■５か年加速化対策による達成年次の前倒し

令和11年度 ⇒  令和８年度

三木総合防災公園
(三木市、202ha、県事業)

備蓄倉庫

物資の集積・配送拠点
となる運動施設

ピロティ化 止水板の設置 電源設備の高層階設置
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　都市開発分野における我が国企業の海
外展開を促進するため、川上から川下ま
で官民一体となった取組を強化し、プロ
ジェクト受注の拡大を図るほか、2027
年に神奈川県横浜市で開催する最上位の
クラス（A1）の国際園芸博覧会について、
開催に向けた準備を着実に進め、令和元
年 10 月の火災により焼失した首里城に
ついて、本体工事を推進し、令和８年の
正殿の復元に向けた取組を進める。

再生可能エネルギー導入の推進

都市の緑については、樹木等の生長に伴うCO₂吸収や、ヒートアイランド現象の緩和により、空調のエネルギー負荷を低減するCO₂排
出抑制の効果を持つことから、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、脱炭素先行地域等において、都市公園整備をはじめとする
公共空間の緑化、建築物の屋上緑化等の取組を推進し、新たな緑化空間の創出を図る。
全国に約11万箇所ある都市公園では、国営公園や地方公共団体が管理する都市公園の一部に太陽光発電施設が設置されてい
る状況にあるが、再生可能エネルギーの導入目標（令和4年中策定予定）の達成に向けて更なる導入を推進し、温室効果ガスの削
減に寄与するとともに、自立分散型エネルギーの確保による防災性の向上やエネルギーの地産地消による経済循環等の実現を図る。

CO2吸収源となる都市公園整備の推進

グリーンインフラの社会実装

区立西綾瀬公園（東京都足立区）

○ 脱炭素先行地域等において、緑化規模等、一定の要件を満たす
民間建築物についての屋上緑化等の取組を推進する。

○ 脱炭素先行地域等において、樹木等の有するCO₂の吸収や排出
抑制効果を活かし、CO₂吸収効果の高い樹木主体の都市公園の
整備を推進する。

○ 官民連携・分野横断により、自然環境が有する多様な機能を引き
出し、戦略的に地域課題の解決を目指すグリーンインフラの取組を推
進する。

<樹木主体の公園のイメージ>

緑化率80%かつその過半が樹木

樹木

休憩施設等

園路

緑化された
部分

街路樹の整備

都市公園の整備 公共施設・民間建築物敷地の緑化

屋上緑化

※目標を定めた事業計画に従い、
面的なグリーンインフラの導入を総合的に実施

ソーラーパネル付き照明灯
（東京都小金井市）

海の中道海浜公園
（福岡県福岡市）

○ 自立分散型エネルギー確保の観点も考慮しつつ、災害発生時に避
難地や防災拠点となる防災公園を中心に、避難者の適切な誘導等の
ための照明やスマートフォン等を充電するための電源等として、再生可能
エネルギー型発電施設の導入を推進する。

○ 国営公園においては、再エネ電気の調達と
発電施設の整備によって、2030年度を目途に
国が行う事務・事業に係る電力について、可能
な限りの再生可能エネルギーの導入を目指す。

○ Park-PFIを活用した官民連携による都市公
園への太陽光発電施設の導入の推進を図る。

＜防災公園における取組イメージ＞

（２）都市公園等におけるカーボンニュートラルの推進
５．まちづくりのグリーン化の推進

グリーンインフラ活用型都市構築支援事業 補 助 3.9億円(1.56倍)
都市公園・緑地等事業 社総交 6,900億円の内数

防安交 9,677億円の内数
国営公園等事業 直 轄 299.7億円(1.24倍)

園内通路の屋根を活用した
太陽光発電施設の設置イメージ

-34-

CO2 吸収源となる都市公園整備の推進

樹木等の CO2 吸収・排出抑制効果を活かし、CO2 吸収
効果の高い樹木主体の都市公園の整備を推進する

緑化率 80% かつその過半が樹木
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2023 年度創設予定の資格制度

緑地樹木剪定士

「造園大百科事典」の刊行とご一読のすすめ
（公社）日本造園学会監事　長崎大学総合生産科学域（環境科学系）教授　渡辺　貴史

　筆者も執筆に関わった「造園大百科
事典」が、2022 年 7 月に、朝倉書店
から刊行されました。総ページ数が
708 ページにわたる同書には、造園に
関する科学的・技術的な知識を説明す
るために設定された 278 項目が掲載さ
れています。執筆には、159 名の学術、
官公庁、業界関係者が携わっています。

◆
　同事典の刊行の目的は、序において
総編集者である亀山章先生（東京農工
大学名誉教授）が述べられる通り、造
園分野の共有するテーマに対する学術
と技術の全体像を体系的に示すことで
す。造園分野の共有するテーマとは、
豊かな自然環境と美しい景観をもつ持
続的な国土を形成し、快適で健全な生
活環境を保全・創出することです。こ
れは、本誌本年 1 月号の創立 50 周年

記念座談会のキーワードの一つといえ
る造園分野の “ 大義 ” に相当するとい
えるでしょう。

◆
　類書としては、田畑貞寿・樋渡達也
編「造園の事典」（朝倉書店、1995）
等があります。しかし類書刊行以降の
造園分野は、環境志向の高まりや歴史
的に形成された景観・史跡等の文化財
の保護を重視する社会のニーズの変化
により、飛躍的に拡大しました。飛躍
的に拡大した全体像を体系的に示すこ
とは、造園分野が “ 大義 ” に応えるた
めにも、重要といえます。

◆
　刊行にあたっては、編集委員会によ
る掲載する項目と執筆者の検討が行わ
れ、執筆者に対する依頼がなされまし
た。筆者が編集委員から執筆依頼を

頂いたのは、メール受信日によれば、
2012 年 7 月です。最初の依頼から刊
行に至るまでには、約 10 年かかって
います。ちなみに筆者が担当した項目
は、最初の原稿提出後に新しい動きが
出てきたため、刊行前に改訂をしまし
た。事典の刊行は、通常の本と比べて、
構想・執筆・編集作業に、多くの時間
を要するものといえます。
　本書の項目は、原論／歴史／風景・
景観計画／都市・地域計画／公園緑地
計画／生きものと生態系の保全／自然
環境の再生と植生管理／植栽デザイン
／緑地機能／造園空間の整備／行政計
画・制度／調査・実験・分析手法／の
12 章に分けられています。各項目で
は、ある用語の意味のみを説明する辞
典とは異なり、項目とそれに関連する
他の項目も説明することで、項目に関
わる事柄を体系的に理解できるように
なっています。

◆
　筆者が調べた限りでは、既に所蔵す

る公共図書館があるようです。また朝
倉書店のサイトでは、一部の項目の試
し読みができます。ご関心を持たれた
方におかれては、お目通しを頂けると
幸甚です。

　学会の目・眼・芽　第 127 回

「緑地樹木剪定士」設立の背景と意義
　都市公園等の緑地において、樹木の老
朽化や不適切な管理により、枯枝の落下、
枯損木による倒木の発生により利用者へ
の危害や公園施設に破損が及ぶことが危
惧されるなど公園や緑地の管理上の新た
な課題が顕在化しており、樹木の良好な
育成や安全対策の実施を通じて、公園や
緑地の機能の的確な保全 ･ 確保 ･ 向上が
求められています。
　街路樹剪定士の持つ知識と技術に加
え、公園や緑地の樹木に関する基礎的な
知識を有し、樹木の剪定整姿などの適切
な育成管理や日常の安全点検をすること
のできる技術者を養成するため、すでに

街路樹を対象に剪定 ･ 管理している「街
路樹剪定士」をベースに、新たに「緑地
樹木剪定士」資格制度を 2023 年 4 月
に設立することとしました。
　この資格制度の意義は、公園や緑地の
管理者とその利用者の間に立って、公共
的緑地空間に植栽された多様な樹木を対
象に、緑地の利用者が快適に安全に利用
できる造園空間を提供するとともに、緑
地の管理者へ提案できる技術者を養成す
ることです。
　これまで公園や緑地における樹木を管
理される担当者からも、発注の際に活用
できる資格制度はないかとの問い合わせ
もあり、それに対応すべく街路樹剪定士

　国土交通省の取り組む「インフラ長寿命化計画」や美しいみどり環境の実現等の
社会的要請に応えるため、公園 ･ 緑地に植栽される樹木を適切に管理でき、利用者
への安全配慮ができる技術者が必要となっています。日造協では「街路樹剪定士」
と「植栽基盤診断士」の資格制度を創設し、専門的な知識と技能・技術を併せ持っ
たプロフェッショナルの育成に努めてきました。今号では、新たに設立する予定の「緑
地樹木剪定士」の概要について紹介します。

合わせることを予定しています。（図２）

研修会と試験の概要
　剪定技術の実技は街路樹剪定士研修会
および認定試験において修得確認ができ
ているため、緑地樹木剪定士は学科の研
修と試験のみ実施します。
　また、学科研修はＷＥＢを活用し、別
表１の 240 分の研修を実施します。
　試験については、択一式により学科研
修内容の修得確認をします。

2022 年度の特例措置
　制度設立前に、日造協会員の街路樹剪
定士を対象に、特例措置として特例研修
会を 8 月と来年 1 月に実施します。特
例研修会を受講された方は、制度設立後
に登録認定することにより資格者となる
ことができます。
　8 月の開催については、500 名以上の
方に受講いただきました。今回受講でき
なかった方は、来年 1 月にも実施する
特例研修会をぜひご受講ください。

今後の予定
　今後は制度要綱の制定や認定委員会を
設置し、2023 年 4 月から制度運営が始
まります。研修会 ･ 試験の開催日程や登
録認定手続きについては、決まり次第
ホームページ等でご案内予定です。
　公園や緑地の樹木を管理されている多
くの方に、この資格制度をご活用いいた
だけるよう周知してまいります。

「造園大百
科 事 典 」
の 表 紙 と
朝 倉 書 店
の 掲 載
ページ QR
コード㊦

特
集

商標登録出願中

図１　緑地樹木剪定士　制度概念図

図２　受講・受験要件と資格取得フロー

能
力
・
知
識

別表１
第
１
講

公園 ･ 緑地に関す
る基礎知識（60 分）

 １. 公園 ･ 緑地樹木の管理
 ２. 公園 ･ 緑地に関する基礎知識

第
2
講

剪定技術　（80 分）

 ３. 剪定技術に関する基礎知識
 ４. 剪定に関する用語の定義
 ５. 公園 ･ 緑地樹木の剪定及び 
      刈込技法
 ６. 公園 ･ 緑地樹木剪定の品質

第
3
講

安全管理・樹木の
安全点検　（50 分） ７. 安全管理・樹木の安全点検

第
4
講

その他関連知識
（50 分）

 ８植栽基盤整備概論
 ９みどりの発生材リサイクル
10 公園・緑地樹木の管理運営計画

対
象
領
域

の資格活用が道路分野に限定されること
なく、公共的緑地樹木までを対象に拡大
することとなりました。

「緑地樹木剪定士」の対象領域と能力
　対象とする領域は、個人庭などの私的
空間ではなく、街路を除く誰もが利用で
きる公園や緑地・オープンスペースなど
の公共的空間で、有資格者は街路樹剪定
士の能力や知識に加えて、公共的空間の
樹木を適切に管理できる知識と能力を有
していることとしています。（図１）

受講・受験要件と資格取得フロー
　「緑地樹木剪定士研修会」の受講要件
は街路樹剪定士であり、研修会修了者は

「緑地樹木剪定士認定試験」を受験する
ことができます。
　試験合格後に登録認定を行うことによ
り資格者になることができます。また登
録認定には 5 年毎の更新を義務付けて
いますが、街路樹剪定士の更新手続きと

　公園や緑地の樹木の維持管理技術者育成や剪定
に関わる用語定義の必要性に鑑み「公園 ･ 緑地樹
木剪定ハンドブック」としてとりまとめ発刊して
います。公園 ･ 緑地樹木の管理に携わる方は、ぜ
ひご活用ください。本書は日造協ホームページか
ら購入できます。☞ https://jalc.or.jp/publish/index.html

「公園･ 緑地樹木剪定ハンドブック」
好評発売中こ の 機 会 に

ぜひご購入を【造園用フルハーネス型墜落制止用器具の販売】
★日造協では、技術委員会安全部会を中心に労働安全衛生規則の改正に伴い造園
作業に適したフルハーネス型墜落制止用器具を開発などを進めてきました。
　この度、日造協安全部会の群馬庚申園㈱様から「造園用フルハーネス型墜落制
止用器具」を会員の皆様へ特別価格で提供とのご案内がありました。

ご希望の方は URL（http://shop.kousinen.com/）よりお申し込みください。

「造園大百科事典」は日
造協会員に 12 月末まで
の限定で 10% 割引して
いただけることになりま
し た。 割 引 販 売 の 特 設
ページ（https://pro.form-
mailer.jp/lp/6824f763258183） ま た は ㊤
の QR コードをご利用ください。
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日造協 各委員会・部会紹介令和 4、5 年度
令和 4、5 年度の日造協　各委員会・部会を 8 月号（581 号）より数回に分けてご紹介します。表の◎委員長・部会長、○副委員長、※理事

　会員の技術・技能向上を目的に “ 造
園工事の代表的な工種について善し悪
しの判断をできる眼を培う ” ための若

手を対象にした人材育成研修（Web）を実施しています。
　新たに造園工事に追加された「緑地育成工事」について
は、公園緑地工事積算体系に関わる日造協の意見をとりま
とめ、引き続き国土交通省へ具申致します。
　また、国土交通省が社会実装を推進するグリーンインフ
ラに関する情報を会員の皆様へ発信してまいります。

技術・技能・調査部会
部会長　佐藤 英介

技術・技能・調査部会
氏　名 所　属 支部

◎佐藤　英介 ㈱石勝エクステリア 東京
　渡邉　章 ㈱八廣園 埼玉
　角幡　大亮 ㈱富士植木 東京
　村岡　賢二 西武造園㈱ 東京

氏　名 所　属 支部
　吉村　知泰 ㈱吉村造園 東京
　中村　秀樹 内山緑地建設㈱東京支店 東京
　山田　裕之 ㈱ワールドグリーンメンテナンス 神奈川
　石井　匡志 アゴラ造園㈱ 東京

技術委員会

技術企画部会
氏　名 所　属 支部

◎伊藤　幸男 ㈱日比谷アメニス 東京
　佐藤　英介 ㈱石勝エクステリア 東京
　大場　淳一 ㈱大場造園 東京
　坂元　博明 ㈱柳島寿々喜園 東京
　荻野　淳司 アゴラ造園㈱ 東京

技術委員会
氏　名 所　属 支部

◎伊藤　幸男 ㈱日比谷アメニス 東京
○石出　慎一郎 東洋緑化㈱ 宮城
○金城　健太郎 金城グリーン㈱ 沖縄
○佐藤　英介 ㈱石勝エクステリア 東京

氏　名 所　属 支部
○大場　淳一 ㈱大場造園 東京
○坂元　博明 ㈱柳島寿々喜園 東京
○荻野　淳司 アゴラ造園㈱ 東京
※近　陽一郎 ㈱新潟造園土木 新潟
　吉田　巧 ㈱横山造園 北海道
　増田　博一 ㈱増田造園 栃木
　松原　大介 ㈱松原造園 石川
　水谷　春海 ㈱水谷造園 三重
　的塲　盛州 ㈱松風園 和歌山
　梶岡　美生 ㈱カジオカＬ・Ａ 広島

委員長　伊藤 幸男
　技術委員会は、造園技術・
技能の研究開発と標準化、技
術情報の共有化、安全管理、
造園新技術の情報収集、日本
造園学会など他団体との技術
技能の向上に向けての活動な

ど、多岐にわたった活動を行っております。昨今は、
CCUS など新たな制度への対応や、高所作業に関す
る安全面の課題など、多くの会員の方の関心の高い

課題にも取り組んでいます。これらの大きな課題を
含め、引き続き様々な視点から会員各社のご意見を
集約し取り組んでまいりたいと考えております。皆
様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

　「技術フォーラム」は、会員各社の施
工分野で工夫し、高めてきた技術、ノウ
ハウを共有するために全国持ち回りで開

催してきました。2022 年 4 月に 3 年ぶりに熊本で開催された
フォーラムではコロナ過でも対応できるようにと地元の方々、
スタッフの努力によりハイブリッドでの開催とし、多くの方々
がリモートにて参加され大変好評をいただきました、今後の開
催でもこの経験を活かし会員相互の技術交流に努めていきたい
と思います。多くの会員のご参加をお待ちいたしております。

造園技術フォーラム部会
部会長　大場 淳一

造園技術フォーラム部会
氏　名 所　属 支部

◎大場　淳一 ㈱大場造園 東京
　四宮　繁 ㈱四宮造園 北海道
　尾形　伸也 ㈲ミドリ企画 宮城
　河野　友和 東武緑地㈱ 東京

氏　名 所　属 支部
　石川　正典 ㈱植藤 神奈川
　増田　寿 ㈱芸北造園土木 広島
　米岡　伸一郎 ㈱東武園緑化 熊本

　本年の「造園」の技能五輪全国
大会は、都立木場公園「多目的広
場」を会場に、11 月 5 日・6 日

の 2 日間で開催されます。2 級以上の技能を有する
23 歳以下の若者が、10 時間で作庭して、出来栄え
を競うものです。会場内へは関係者しか入場できま
せんが、競技の様子はオンラインで配信されますの
で是非ご覧ください。引き続き日本造園組合連合会
と協同し、造園技術者の育成及び技能レベルの向上
に取り組んでまいります。

技能五輪等部会
部会長　坂元 博明

技能五輪等部会
氏　名 所　属 支部

◎坂元　博明 ㈱柳島寿々喜園 東京
　卯之原　昇 ㈱昭和造園 東京
　西村　剛彦 西村造園土木㈱ 東京

氏　名 所　属 支部
　榊原　亘 ㈱豊橋園芸ガーデン 愛知
　奈須　正典 ㈱奈須造園 大阪
　葉名　康弘 ㈱エネルギアＬ＆ B パートナーズ 広島

　安全衛生管理は、現場にお
いて命を守る重要な仕事です。
事故・災害防止に加え、今日

的課題として、新型コロナ感染症の予防や感染
者の対応も事業者の責任として欠かせません。
　部会では、法律改正など安全に関する最新情
報を発信します。また、前期に引き続き高所作
業におけるマニュアルの構築に努めます。

安全部会
部会長　荻野 淳司

安全部会
氏　名 所　属 支部

◎荻野　淳司 アゴラ造園㈱ 東京
　山口　雄資 群馬庚申園㈱ 群馬
　矢野　孝紀 日産緑化㈱ 東京

氏　名 所　属 支部
　高田　和己 東武緑地㈱ 東京
　柳田　英樹 ㈱日比谷アメニス 東京
　内田　卓弘 ㈱内田造園 神奈川

戦略企画部会
氏　名 所　属 支部

◎四宮　繁 ㈱四宮造園 北海道
　田丸　敬三 東光園緑化㈱ 東京
　藤巻　慎司 藤造園建設㈱ 神奈川
　酒井　一江 ㈱淡窓庵 顧問
　水庭　博 ㈱水庭農園 茨城

　当部会では造園建設業界の
将来構想をはじめ、会員の皆
様からご提案いただいたプロ

ジェクトの企画・立案に取り組んで参ります。
　また、日造協創立 50 周年記念事業の一つと
して、日造協の PR を目的とした造園建設業の
紹介映像の制作にも取り組んで参りますので、
ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

造園領域発展戦略委員会

造園領域発展戦略委員会
氏　名 所　属 支部

◎田丸　敬三 東光園緑化㈱ 東京
○久郷　愼治 ㈱久郷一樹園 富山
○持田　正樹 ㈱もちだ園芸 島根
○藤巻　慎司 藤造園建設㈱ 神奈川

氏　名 所　属 支部
○水庭　博 ㈱水庭農園 茨城
○酒井　一江 ㈱淡窓庵 顧問
○四宮　繁 ㈱四宮造園 北海道
※中嶋　和敏 ㈱中嶋造園土木 愛知
　渡部　敦 庄内園芸緑化㈱ 山形
　田口　正典 ㈱田口園芸 神奈川
　川瀬　勝之 ㈱植倉造園 岐阜
　入谷　芳郎 入谷緑化土木㈱ 兵庫
　山本　正聡 ㈱山本造園土木 愛媛
　久保　和則 ㈱葉隠緑化建設 佐賀

委員長　田丸 敬三
　今期も継続事項として①
働き方改革の推進②担い手
の育成・確保・女性活躍の推
進③造園力の発揮機会の拡
大を重点項目として取り組

んでまいります。また、未だ収束が見えない新型
コロナウイルス禍の中「新しい生活様式」で求め
られる働き方なども踏まえ、日造協も創立 50 周

年を超え、多様化する課題に新たなる視点から、
各委員会・部会、総支部・支部の方との意見も取
り入れ、連携して取り組んでいきたいと思います。

戦略立案部会
部会長　藤巻　慎司

戦略立案部会
氏　名 所　属 支部

◎藤巻　慎司 藤造園建設㈱ 神奈川
　田丸　敬三 東光園緑化㈱ 東京
　渡部　敦 庄内園芸緑化㈱ 山形
　田口　正典 ㈱田口園芸 神奈川

氏　名 所　属 支部
　横田　純 西武造園㈱ 東京
　西尾　倫顕 ㈱越路ガーデン 富山

入谷　芳郎 入谷緑化土木㈱ 兵庫
　木上　善貴 木上梅香園㈱ 熊本
　下地　浩之 ㈲西原農園 沖縄

①担い手育成・確保行動計画
　の推進
②働き方改革の企画・立案・

　推進
③資格試験・研修会・講演会開催情報の共有
　化推進部会に関連する日造協の年間スケ　
　ジュールを調整・周知します。

担い手育成・確保推進部会
部会長　水庭　博

担い手育成・確保推進部会
氏　名 所　属 支部

◎水庭　博 ㈱水庭農園 茨城
　卯之原　昇 ㈱昭和造園 東京
　大嶋　聡 西武造園㈱ 東京

氏　名 所　属 支部
　山田　通明 ㈱山梅 群馬
　森川　昌紀 東洋ランテック㈱ 埼玉
　大場　淳一 ㈱大場造園 東京
　酒井　一江 ㈱淡窓庵 顧問

氏　名 所　属 支部
　藤田　秀樹 ㈱藤田萬翠園 香川
　古賀　正 古賀緑地建設㈱ 福岡

氏　名 所　属 支部
　下地　浩之 ㈲西原農園 沖縄
　須磨　佳津江 顧問
　涌井　史郎 東京都市大学 顧問

　部会作成の 4 冊の冊子は、
会員のみならず、業界の皆様、
造園を学ぶ皆様にお役立てい

ただけるよう、出前講座等を全員参加で推進
します。リモート出前も好評ですので、全国
の総支部や、緑化フェア開催地、就活支援な
ど、業界の認知度アップの場づくりに出前講
座をご活用ください。

女性活躍推進部会
部会長　酒井　一江

女性活躍推進部会
氏　名 所　属 支部

◎酒井　一江 ㈱淡窓庵 顧問
　中峰　勝美 ㈱岩本石庭 北海道
　小松　恭子 東洋緑化㈱ 宮城
　山口　聖子 群馬庚申園㈱ 群馬
　阪上　恵保巳 ㈱清香園 埼玉

　会員拡大プロジェクト推進
部会は、企画・立案・推進を
行いながら、協会の魅力を発

信し、これからも、入会促進につながる活動を
してまいります。
　また、ご要望がございましたら、WEB での「入
会説明会」も行ってまいりますので、引き続き、
会員拡大へのご協力、宜しくお願いいたします。

会員拡大プロジェクト推進部会
部会長　四宮　繁

会員拡大プロジェクト推進部会
氏　名 所　属 支部

◎四宮　繁 ㈱四宮造園 北海道
　山口　英勝 ㈱ヤマカツ 青森
　遠藤　征矢 東光ローンコンサルタント㈱ 埼玉
　松戸　克浩 ㈱新松戸造園 千葉

氏　名 所　属 支部
　藤巻　慎司 藤造園建設㈱ 神奈川
　岩間　紀久裕 岩間造園㈱ 愛知
　持田　正樹 ㈱もちだ園芸 島根
　古家　敏弘 ㈱山地宝松園 香川
　久保　和則 ㈱葉隠緑化建設 佐賀

氏　名 所　属 支部
松戸　幸子 ㈱新松戸造園 千葉
桑園　亜希子 東光園緑化㈱ 東京
中川　京子 ㈱富士植木 東京
藤本　加奈子 箱根植木㈱ 東京
髙橋　優子 グリーン産業㈱ 新潟
薄井　美弥 ㈲ウス井樹園 三重

氏　名 所　属 支部
小林　亜純 ㈱小林造園 京都
畑中　雅厘子 ㈱井内屋種苗園 和歌山
杉澤　悠紀子 ㈱多々良造園 山口
佐々木　智子 ㈱佐々木造園 高知
勝田　美咲 内山緑地建設㈱ 福岡
牛島　雅子 ㈲西原農園 沖縄

https://www.husqvarna.com/jp/
https://www.zenoah.com/jp/
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　岐阜と言えば、織田信長公の
金華山岐阜城、清流長良川の鵜
飼、世界遺産合掌造りの白川郷、
古都飛騨高山、天下分け目の関
ケ原、飛騨牛、富有柿などなど
自慢したいものがたくさんあり
ますが、岐阜が「落語発祥の地」
であることをご存じでしたか？

◆
　落語の祖・安

あんらくあんさくでん

楽庵策伝上人は、
1554 年に現在の岐阜市三輪で生
まれ、7 歳の時に同地の浄音寺
で出家、その後上洛し修行を重
ね西国を中心に 7 つのお寺を復
興・建立しました。
　43 歳の時岐阜に浄音寺 25 世
住職として戻り、17 年間岐阜市
西荘の亀甲山立政寺とともに守
りました。60 歳で京都の総本山
誓願寺の 55 世法主となりまし
た。

◆
　晩年、策伝上人は生涯におい
て集めた 1039 の滑稽話・人情話・

仏の教えを説話集「醒
せいすいしょう

睡笑」にま
とめました。
　策伝は説法の達人で、字の読め

ない人達にもわかりやすく仏の道
を教えるため、最後に “ 話の落ち ”
を使う手法を生み出しました。「醒
睡笑」にもこの手法が生かされ、
後世落語の種（ネタ）として使わ
れるなど、江戸時代より策伝上人
が“落語の祖”と言われる由縁です。

◆
　また誓願寺に「安楽庵」を建て
隠居したため「安楽庵策伝」と呼
ばれる由来です。
　岐阜市では安楽庵策伝上人を顕
彰し、笑いでまちを元気にする「岐
阜市笑いと感動のまちづくり事業」
として「全日本学生落語選手権・

編集後記　行動制限のない３年ぶりの夏、皆様はどう過ごされましたか。帰省に行楽地にと出掛けられ
た方も多いとは思いますが、まだまだ以前のような人出やイベントにはなりませんね。毎年楽しみにし
ている花火大会も縮小・分散となり残念、、、来年はデッカイ花火が見たいものです。

岐
阜
県

「
落
語
発
祥
の
地
」

安
楽
庵
策
伝
上
人
と
７
つ
の
寺

策伝大賞」が平成 15 年から開催されて
毎年熱戦が繰り広げられています。
　岐阜が落語発祥の地であることご理解

いただけましたか。岐阜はユーモアたっ
ぷりの地なのです。
日比　真一（岐阜県支部　昭和造園土木㈱）

の人との出
会い」です。
　行きの飛
行機で現地
の挨拶を練
習して、お
すすめの観
光スポット
を尋ねてみたり、お土産の値引き交渉
をしてみたり、勇気を出してコミュニ
ケーションをとることにチャレンジし
てみる！これも旅の醍醐味です。

◆
　もう一度見たい景色、誰かに見せた
い景色を求めて、これからもアナザー
スカイを探し続けていきたいです。
そして「一期一会」その時々の出会い
を大切に、自分の人生という旅も楽し
んでいきたいと思います。
　みなさんも是非、アナザースカイを
探してみてください！

　みなさんは頑張った自分へ
何かご褒美をあげています
か？
　私にとっての大きなご褒美
は海外旅行ですが、今は行け
ないので、ちょっとウズウズ
しています。
　コロナ前は、友人と綺麗な
海を求めてよく旅をしていま
した。

◆
　そんな友人との旅の合言葉
になっているのが「アナザー
スカイを探しに行こう！」で
す。
　アナザースカイとは、某テ
レビ番組のタイトルにもなっ
ていますが「第二の故郷」「も
う一つの空」などといった意
味があります。
　日本にはない独自の文化や
習慣、歴史に触れ、そこで暮
らす様々な人々との出会いが
あり、見るものすべてが新鮮
で新しい発見がたくさんある
ところが海外旅行の魅力だと
思います。

◆
　美しい海や星空を眺
めたり、美味しいもの
を食べたり、楽しみは
行き先や目的によって
様々ですが、中でも楽
しみの一つが「旅先で
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事務局の動き
【9 月】
  1 ㈭・運営会議
  2 ㈮・全国事務局連絡会議 WEB 形式
  6 ㈫・広報活動部会
  8 ㈭・技術委員会
14 ㈬・総務企画部会
15 ㈭・新規制度等部会
16 ㈮・造園技術フォーラム部会
18 ㈰・植栽基盤診断士認定試験（学科試験）
22 ㈭・第２回造園施工管理技術検定委員会
26 ㈪・AIPH 総会～ 9/30
28 ㈬・資格制度委員会
29 ㈭・植栽基盤診断士認定委員会（試験部会）

【10 月】
  3 ㈪・植栽基盤診断士認定委員会
  4 ㈫・広報活動部会
  5 ㈬・登録基幹技能者テキスト編集委員会
  6 ㈭・運営会議
13 ㈭・登録造園基幹技能者講習（群馬）～ 14
19 ㈬・財政基盤強化部会・会員拡大プロジェクト推
　　　  進部会合同会議
28 ㈮・運営会議
　　　・ひろげよう 育てよう みどりの都市 全国大会

 委員会等の活動
●広報活動部会
　8/2 日造協ニュース 8 ～１2 月号の内容及び新春
座談会について審議
●女性活躍推進部会
　8/3 今期の部会員の顔合わせ及び令和３年度事業

報告と令和 4 年度事業について審議
　8/24 2027 年国際園芸博覧会への提案について検討
　8/31 2027 年国際園芸博覧会への提案について検討
●資格制度企画部会
　8/3 街路樹剪定士、植栽基盤診断士、登録造園基
幹技能者、緑地樹木剪定士の各資格制度に関する事
業計画について審議
●事業企画部会
　8/8 今年度の各部会の事業計画について審議
●事業委員会
　8/8 全国造園フェスティバルと全国造園デザイン
コンクールの実施、経営研修、地域リーダーズの活
動支援や要望 ･ 提言活動について審議、総支部 ･ 支
部の事業計画について情報共有
●地域リーダーズ
　8/30　11 月開催の勉強会（広島）について検討
●グリーンインフラ産業展における GIPF 実行委員
会 第４回会議
　8/30 2023 年 2 月 1 ～ 3 日に開催するグリーン
インフラ産業展におけるシンポジウムやブース展示
の企画について検討
●安全部会（日本ガス協会との意見交換）
　8/30 ガス管の破損事故に対する注意喚起と現場
での対応について意見交換
●安全部会
　8/30 安全に関るテキストの改訂や造園用のフル
ハーネス型墜落制止用器具の普及、安衛法に基づく
特別教育などの実施について審議

亀甲山立政寺（岐阜市西荘）西谷山浄音寺（岐阜市三輪）

ニューカレド
ニアの星空

セブ島の海

独立行政法人　勤労者退職金共済機構 〒170-8055東京都豊島区東池袋1丁目24番1号（ニッセイ池袋ビル）

　建設業退職金共済事業本部 　TEL 03-6731-2866（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）　　 FAX 03-6731-2895

１ ０ 月 は 加 入 促 進 強 化 月 間 で す
国が作った退職金制度、建退共に加入しませんか

福祉の増進と企業の振興のための建設業の退職金制度です

建 設 工 事 の 第 一 線 で 働 く 優 秀 な 人 材 確 保 に も 寄 与 !

●加入できる事業主

建設業を営む事業主

●加入できる事業主
建設業を営む事業主

●対象となる労働者

建設業の現場で働く方

●対象となる労働者
建設業の現場で働く方

●掛金は

一日 ３１０円
●掛金は 日額３2０円

◎法律に基づき運営される国が作った制度
◎建退共に加入し、履行している場合は「経営事項審査」
で加点評価

◎国からの財政上の支援
（国の助成により掛金の一部が免除）

◎掛金は全額非課税
（損金または必要経費に算入できます）

◎複数の企業間を就業しても通算して退職金を支給
◎加入の手続きは簡単
（各都道府県の建退共支部で加入）

特

長

建退共 検索
建退共のホームページを

ぜひ、ごらん下さい

建 退 共 の 掛 金 が で 納 付 可 能 に な り ま し た ！

https://www.usui-niigata.co.jp/
https://www.usui-nouchikusan.com/
https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/



